
静岡県消防学校：消防組織法を根拠に消防職
団員の研修施設として昭和28年に県が設置

協定に基づき、積極的に相互交流を
継続中

１ 消防学校の概要

２ 「台湾訓練センター」との交流

平成28年度「台湾訓練センター」から
の講師派遣依頼有り



３ 「台湾訓練センター」の概要

台湾全土を所管する消防職員等の国家養成機関

敷地面積109ha、アジア最大の訓練施設を有する

台湾訓練センター入口付近より モデル激流救助訓練施設(台湾訓練センター)

４ 「台湾訓練センター」との交流実績

平成29年８月、台湾訓練センター視察団が静岡県消防
学校を訪問

平成29年10月、本県危機管理部長、学校長らが台湾訓
練センターを訪問

平成28年９月、本県視察団が台湾訓練センターを訪問

平成30年11月、本校教官、消防保安課職員を台湾訓練
センターへ講師派遣

平成31年３月、本校教官、消防本部職員を台湾訓練セ
ンターへ講師派遣



平成31年２月、センター長等９
人(うち３人女性)が来静
消防学校での研修、教官同士
の交流を図る。

消防学校での研修、意見交換

消防学校談話室での交流

令和元年11～12月、教官３人、消防本部職員２人
等を「安全管理」「現場指揮」講師として台湾派遣

講義の様子

内政部消防署副署長（前列中央） 台中市政府消防局捜救犬隊

５ 今回の交流内容
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台湾は安全管理教育の強化中
指差呼称の意義の理解のため訓練展示を実施
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日本の消防の安全管理を台湾へ導入・拡大

成果

今後の計画

来年度以降も交流は継続
令和２年度に台湾の訓練生を長期受入予定
台湾訓練センターへの講師派遣の継続

令和元年９月台湾基隆市消防学校視察

課題

台湾の消防の問題点把握
課題解決方法の検討

これからも

頑張ります！


